
決定版AI人工知能 NTTデータ樋口晋也・城塚音也 東洋経済新聞社 

既存業務の効
率化や行動化 

新規サービスの
立ち上げ 

ビシネスの   
スケール加速 

リアルワールド
のインテリジェ
ント化 

判断 

 

 

予測 

 

 

作文 

 

 

識別 

 

 

 

 

金融 

 

 

 

 

 

 

自動車 

 

 

 

 

 

 

製造業 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

医療 

 

 

 

 

 

 

セキュリティ 

 

 

 

 



• スタートアップも多い（薬
事承認の壁がない／低
いため、参入障壁が比
較的低い） 

• 医業界からの参入する
人材や企業が多い印象 

• 日本は画像診断領域に
おいて世界トップレベル
の会社を複数抱える 

• 薬事承認も必要な場合
があり、体力がある大企
業が多い 

• 「治療」スペースの会社
数は制限されている印
象 

 例：患者のCT画像
を画像バンクを参照し、
過去の類似臨床ケー
スを提示する 

 有名病院の治療方針
を参考情報として提
示する 

• ノイズがあっても利用可
能（Apple watchの心
拍数） 

• MRIやCT画像、病理
画像といった、臨床にお
ける有効性が認められる
データが多い（皮膚画
像の写真など、ライトタッ
チなものもある） 

• 多種類の非構造化デー
タを総合的に判断する
AIが多い印象 

• 一種類のデータ（特定
の画像やテキスト）に基
づいて、病気の有り無し
を判断するAIが多い印
象 

参入する会
社の特徴 

AIへのイン
プットとして
求められる
データの性

質 

求められる
AIの性質 
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注： 

• AIスタートアップは日経デジタルヘルス年鑑より、資本金1億以上を目安にピックアップ。小規模のスタートアップは多数 

• メドレー、メドピア等、医療関係者ネットワーク／転職サイトを提供する会社は除く 
• 「治療」エリアはロボティックスの会社を除き、AIアルゴリズムを提供する会社に限定 

スタートアップが多い 



 全ては取れない→画像と介護にフォーカス？ 

 サイエンスとビジネスが両方わかる人財 

 外国人が必要→国際化と理系人財 

AIによる医療

の質と効率の

向上の実現 

医療データイン

フラの整備 

ビジネス・理系・

医の知識を持つ

国際人財の取

込 

医療提供体制

の改善 

AIを利用したい医
療業界 

ヘルスケアに参入し
たいテック業界 

医・理の
優秀人
材のひき
つけ 

医療関
係者がビ
ジネスモ
デルの変
化を認識 

AI研究へ
の積極
投資 

AI応用に
対する政
府の後
押し 

非典型
的医療
データの
応用 

医療デー
タのイン
フラ整備 

融合、
新産業
の誕生 
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